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「． はじめに 

技術変化と経済成長、 そして環境保全には 複雑な相互関係が 

存在する (C 打 T は 。 (2000)) 。 技術変化によって、 直接的には単位 

当た 。 の汚染物質の 排出量が減少しその 削減コストが 低下す 

る。 間接的には、 技術革新とその 結果としての 新たな製品へ㈹ 

投資 i.; 経済成長と天然資源利用に 影響を及ぼす。 例えば、 革新 

的な新製品により 生活水準が向上すれば、 消費者 は 環境 質 へし ， ) 

選 好を喚起される・ 技術革新は持続的な 経済成長にとって 木可 

欠であ 。   ， 、 まだ環境保全に 対してもその 果だ寸イ受割は 大きい， 

現在、 アメリカしっ 唐笛 脱 表明に代表されるよ う に、 京都議定書 

㈹発効が危ぶまれる 状況にあ るが、 中長期的にば 地球規模の温 

暖化 " ぢ 正対策が実施されるのは 必至であ ろう。 数値削減目標と 

いった環境規制がなされた 場合、 その達成に向けて 国内におけ 

る技術革新 や 、 国際協調制度を 利用した技術移転などが 推進さ 

れること " 予想、 される - つまり、 環境規制による 正の効果も考 

えられる」しかし 温暖化対策評価のための 多くの数理モデル 

において、 技術変化は過去のエネルギー 効率の改善をそのまま 

踏襲するという 形式で表現されていて、 新たな政策によ る技 付子 

革新。 ， ) 効果は必ずしも 明示的に想定されⅢ、 ない。 こうした試 

みは、 最近になって 取り組まれるとうになったばかりであ り、 

開発途上 曲階 にあ る， - 

Rfennm ㎎ s(2000) ら " 指ヂ 商 しているように、 環境のたが，の 革新 

は、 二重㈲覚部・ @double extern 血 止めの問題に 直面している - 

第 - 」   り 外囲       性は 、 革新プロセスが 他の企業や糸 瑚哉 ， ヘ スビルオー 

" 一 効果を誘発することであ る。 第二の外部性は 、 新たな製品口 

や プロセスそれ 自体は環境外部性をⅡ、 さくすることであ る。 こ 

ヴ ． L つの外部，性の 間 題 によって次善の 投資が行われ、 環境革新 

に 特有のャ生 質 が誘発されるのであ る。 したがって、 技術進歩が 

環境の持 係売 可能 ャ 生にいかに貢献するか、 あ るいは革新が 起きた 

生きに産業部門構造に 何が起こるか、 といったことをより 定量 

的に探る必要があ る。 

こうした問題意識から、 本稿は中国と 日本を対参事例として 

産業連関分析を 応用した技術変化のスビルオーバー 効果の潜在 

量を測定する。 

2.  革新のスピルオーバー 

2 Ⅰ． 概要 

産業連関分析 は 、 産業構造の違 い や波及効果、 産業都門㈹相 

互依存在などが 反映されること " 利点として挙げられる。 客部 

門経済において、 あ る部門で起こった 革新の効果 は 伝播 し他 

部門の生産にまで 影響を及ぼす。 本稿で は 革新を、 プロセス革 

新とプロダクト 革新に大別して 考察する。 革新効果は、 投入係 

数の変化に反映されると 仮定する，プロセス 革新は同量の 異な 

る投入でよ。 ， 多く生産する ( 決められた量を 上り少ない投入で 生 

産する ) 場合であ る，これに対して、 プロダクト革新ばそれぞれ 

の部門 " 革新的製品により、 少ない投入で 同量の生産を 行な う 

ことと定義する。 プロダクト革新は、 既存の財の改良や 新製品 

の開発を必要とする。 あ る企業のプロダクト 革新が他の企業に 

プロセス革新を 生むこともあ り得るが、 プロセス革新 は 投入 係 

数行列の列の 変化、 プロダクト革新 は 行の変化に相当すると 仮 

定する " そして、 革新のスビルオーバー 効果は革新 " 起きだ部 

門以外の部門全体における 生産量の変化の 割合として定義す る     

推定方法は、 1991 午における 蜘， @ 連合 (E の " ヌ 、 ヒル。 二 バー 

効果について 考察」・ た DietzenbacheI.(2000) に基づいで・ 、 る 」本 

稿では、 これを環境規制等による 技術革新とその 誘発効果とい 

う文脈で、 各係数と比較しな " ら 中国と日本を 対象事例に検証 

する - - 

2.2.  プロセス革新 

一般的なレオンチェフモヂ ルば (1) 式で与                             

x 二 一般的なレオンチェフモヂ Ax+f  ル ばり式で ぢ - えられる， (l) (1) 

x は生産量ベクトル、 f は 最終需要ベクトルを 表す，一般に、 n 

個からなる各部門は 一つの財を生産すると 仮定される。 A は 抑 

X れの投入 係幾斯 千列、 その各要素を 衛とし投入係数と 呼ぶ。 ㈲ 

式を変形すると、 x を求める (2) 式 となる。 

x 二け一 A) 目 f 二 L Ⅰ (2) 

L 刊 I 一 A ドを レオンチェフ 逆行列と呼び、 各要素を㍉と 表す   

んは 財   / に 対する最終需要 1 軍位を満たずために 届接 、 間接に必   

要 な財 i の 生産量を示している ，つまり、 ん ．二 %,, げ，に 等しい。 

産業部門んにおけるプロセス 革新を (3) 式で表されると 定義す 

一 440 一 



る 。 プロセス草莱 折 ・は、 プロセスんにおいて 同じ投入 量 でより多く 

の 生産を行なうことを 意味している。 

乙 ， A 二 (1 一は ) 臼た血 l=1,. ‥ ，れ (3) 

ここで、 0 く ㏄ く 1 であ る。 また、 弓 二ロ り ㏄ or 戸 l,. ‥Ⅰかつ 

Ⅰチん ) とし、 部門 ん 以外は元の投入係数と 同じであ る。 すな ね 

ち、 プロセス革新 は 投入係数行列の 列の変化に対応し、 

五二 A 一は (Ae 、 )e. 。 ば 。 は転置ベクト ， ル ) とおける。 このとき   

(1) 、 (2) 式 と同席 兼は宝 =A 正士Ⅰ、 正二 一 L 丁となる。 

プロセス革新の 効果は以下のように 損 lJ られる。 革新によって 

財 んの単位 当 だりの追加的最終需要は、 より少ない生産量で 済む。 

つまり、 & 乎， ・・， Af, 一ムⅩ ， ・ ，， A ア 。 二 /" 一 /" は げ一 L く LC すべての 

ほ ついて /   くん ， ) な (7 りで 負 となる。 レオンチェフ 逆行列は 

ピ I+A+A2,+A3 十 ．‥とも表すことができ、 ん次の単位ベクトル 

e 。 と Ax/A 吟を用いて、 
  

Ax/A/     二 Le 、 二 e<+Ae,+yA,e" 
  

となる」同様に 、 

ぬ， A 武二 e,-  Le, 二 e,+Ae,+  -  三 -  Ⅴ e, 二 e,+(l-%)Ae,+  戸 Ⅳ 
    

ゆえに、 2. 式の差をとると 紹 ) 弍になる。 
  

Ax.A//,-Ax,A グ     =- ㏄ Ae"+ Ⅹ 、 ( 瓦 ， -A,)e,  4 (4) 
  

革新プロセスんは 各投入が少なくても 済むので、 財 んの単位 生 

だり最終需要、 全ての産出 は 減少する。 これが 一 A 卸で表される 

直接効果であ る。 これらの投入の 各生産は財んという 投入を必要 

とする。 その次に 、 財 んの生産プロセスは 革新され、 少ない投入 

で済むという 波及があ る。 この間接効果は 目 :,( 万一 A, 呵と 表 

現される。 

同様に 、 H ォゾ (j  チん ) における単位 当 だりの迫力ロ 約最終需要は   

以下のようになる ( 直接効果はないので 入 e. 吉 Ae, となる ) 。 

A 京 ，Ⅳ     二 。 ， + あ ・ + Ⅹ 瓦 ， e. ニ 。 ．   +Ae,+ 三方，。 ， 
    

-% @ あ 。 る力、 ，， ら 、 

亜， ⅣⅢ ，   Ⅳ二三 ( 入 Ⅰ・ A,)e   (5) 
  

/   羊 んなので (5) 式は、 直接効果はなく 全ての効果が 間接的であ 

  

使， / 堺 一 %,/A ん 。 0i 二 1, … 出 ) は財 んの追加的最終需要にお 

    する プロセス革新の 効果を表す。 プロセスんでの 革新は伝播 し、 

その他の最終需要にも 影響する。 A 又 ， /A/ 、 ， 一 @Ax,/A 月は 、 財 

  /(/ チん ) の追加的最終需要における 影響を示している。 

伝播の量を測定する 際に 、 蔀ト 局 / における生産の 変化は革新の 

起きた部門んの 変化に関係すると 仮定する。 

笘 Ⅰ げ， -  %,/Af,  / Ⅴ -7 Ⅴ   (6) 
亜 ， ，び， - 曲 ， ・   ，げ，   ，   -7. 

途中式は省略するが、 (6) 式はⅣ ( 仙一 1) に等しくなる。 革新効 

果のスビルオーバーは、 革新が起きだ 部門 ん 以外の部門 / 全体に 

おける生産量の 変化の割合として 定義する。 つまり、 プロセス 

革新のスビルオーバー 効果を示す斗は <7) 式 となる。 (7) 式は 、 特 

宅部門の最終需要 了や 0 に依存しない 形式で表される。 

，，， l00[2( 元， -,,)],2( ヱ   -,,)],l00( 。 ， - 億 ).( 。 ， -@@ ( り ) 
  

ここで砧はレオンチェフ 逆行列 1 月 l-A ドの 対角要素、 Ⅲは L 

グ ) ん 列における タ 折口を表す。 

2.3.  プロダクト革新 

プロダクト革新はそれぞれの 部門が革新的製品により、 少な 

い投入で同量の 生産を行かうことと 角輯反 する。 部門んにおけるプ 

ロダクト革新は (8) 式で表されるとする。 

うん 二 (1 一ツ )0., わ り   二 1,           (8) 

ここでも、 0 くは く 1 であ る   プロダクト革新は 投入 係細寸タ lJ び ) 

行の変化に相当し 、 入 =A 一は e 。 (e. 、 A) と 表する。 任意の財 ソ 

への最終需要が 増加したとする。 これは部門んでの 生産に影響す 

る " 直接的には、 プロセス   / は 投入としてプロダクト ん をあ まり 

使わなくて済むようになる ，間接 白 ・りには、 ブロゼス ソ は投入とし 

て全てのプロダクトを 使いながら、 これ， ，の プロダクト ") 各々 

は 部門人からの 投入がより少なくて 済む   

A ヱ，， A/      -&x, Ⅰ 牛二 -  与一㌦ =  ビ， (1 一 」 -L 旭   
( の 

=- ㎝。 十三 e.,(A,-A,)e, 
  

(9) 式の第 1 項は直接効果、 第 2 項は間接効果を 示している。 

プロダクト ソ の迫力 ロ 的な最終需要は 部門 r(( チん ) にも影響する。 

しかしこの場合、 生産の減少は 間接効果 グ ) みにより、 (10) 弍で 表 

される。 

山 で ，   4 「，一ム T,lA/,=/l "    一 /,,=  三 e.,(.A' 一 一 ・ A')e   (10 Ⅰ 

  

伝播の大きさは、 再 ㎝ 6) 式で測定される。 (9) 、 (10) 式や、 幾 

つかの式変形を 行って (11) 式になる。 (11) 式も㏄ とガ に依存しな 

  

左オ ， A 元一八 x,/A 尤   /,     (11) 
仮 @l.A/      一ム x,/.A Ⅰ・ /,@ 

2.2 節と同様、 革新のスビルオーバーは 革新の起こっだ 部門ん 

以外の部門 ァ における生産量の 変化の割合として 定義される。 ブ 

ロダクト革新のスビルオーバー 効果 弓は (12) 式で表される。 

ミ二 l0qc, 一仁Ⅴ c 。 (12) 

プロセス革新とプロダクト 革新のスビルオーバ 一であ るみと 

Ⅰ一 % との主な違 いは 直接効果にあ る。 プロセス革新は 直接効果が 

全くないか、 すべての部門に 影響するかの。 ずれかであ る。 フ   
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ロ タクト ヰ 新は革新の起きた 部門ん U@@ 影響を与える。 その後 

に続く間接効果 は 、 七重部門における 部門んの依存性を 示しでい 

る。 このため、 れより 町 ㈹ 方 。 一般に大きな 値 となる。 

似ト。 、 革新㈲ ス ヒルオーハー 効果に関する 各指標の概要て 

わる、 なお、 データは中国国家統計局による 中国投入産出表 1997 

年表と経済産業省による 平成 9 年産業連関表年表 ( 延長均等を利 - 

出した 旺 業 分類 は 。 国際産業連関知 17) 大分類に準している 

， り ，、 中田と日本を 部門比較するため、 20 部門に分類した。 

3.  計算結果 

3 「． スピルオーバー 効果               
                                
図 1  日本位コ及び 中国 ( 右 ) のスピルオーバー 効果 

図 1 ば 、 日本と中国㈹ 各産業部門における 革新のスビルオー 

， 卜効 柴を表している ，全般的に ス ヒルオーバーはプロセス 革 

新、 フロバクト革新とも 中国は日本よりも 大きな値を示す 部門 

。 ; 多い。 特に 、 s" 。 は日本と中国の 値に差異が見られる。 産業部 

門毎の効果に 注目すると中国、 日本とも建設、 金属製品などが 

比較的大きな 値を示す一方、 緩照囲へ ，非鉄金属では 両国の値の差 

"i 大きい。 斗 および ご " 。 がともに大きな 値を示す部門は、 中国で 

は 建設、 金属製㌫ ， 、 その他機械、 非鉄金属など、 日本は金属製 

， ， 、 その他製造業、 建設。 ; 挙げ ，， れろ，中国力鉱業や 日本㈲商 

業、 電気ガスな ビ 」   ， 3 音 は 「 同は、 れ， ・ ; 比較的大きい。 のの、 s- 。 ばそ 

れほど大きくな い 「これらの傾向は、 産業部門㈲相互依存性㈹ 

大きさや、 産業構造の違いなどを 反映していると 考えられる。 

ヌ 、 ヒルオー " 一 効果は童 業部 Ⅱの相互依存性の 入きさに左右 

される， 白 部門に依存していろ 産業 は 、 レオンチェフ 逆行列㈲ 

対角要素 仏 。 ; 大きくなるだ めスヒ " オーバーがⅡ、 さく、 他部門 

に依存する産業 Z) ヌ 、 ビルオーバー は 大きな値を示すと 考え も " 

る ，また、 プロセス革新の ヌ 、 ビルオーバー 斗の方がプロダクト 革 

斯 のスビルオーバー㍉より。 ， 大きな 値 となる。 これは、 プロダ 

クト革新とプロセス 革新によって、 直接効果の影響の 受け方 ズ， ; 

異なることに 起因する。 

3.2.  他 指標との比較 

従来の産業連関分析における 名孫数 と本稿の町および 豆 。 と比 

較しておこう。 各係数の測定結果を 表 1 、 表 2 に示す。 影響力 

係数を℡① ackw, ど d ⅠⅠ l 止 ageS) 、 感応 度 係数を兄① onvard 

口 Id く ageS) と 表す。 中国は化学製品・ 窯業土石、 鉱業、 農林水産 

業、 # 瞬唯製占 」・皮革など 感心安係数用 )" 大きい部門 " 多いこと 

は、 日本との違い㈹ -- つぼ挙げられる」 

影響力係数 比 ) と 感応 度 係数㏄ L) と ㈹相互関係についても、 考 

察しておこう。 且と f"L がともに 1 を越える部門は 主要部門 悠 ey 

SeCto めと呼ばれる。 中国では化学製品・ 窯業土石、 電気機械、 

一般機械、 繊維製品・皮革、 轄特 m 、 日本では鉄鋼、 化学製品・ 

聖業土石が K 鋤 SeCto 「となり、 哉穏略は 。 日ガ ; 共通していた ，℡ コ 1 

。 っ H, く 1 となる部門㈲ aCkw.a.d ㎞ 止 ageS 0l4el]ted seCto 「 ) ぱ 

金属製品、 非鉄金属、 輸送機械、 木製品。 ; 口中で共通 しこ いだ， 

まだ、 礼く 1 かつ 月 L ヌ l となる㈲ ば ① olW 接 ・ d 血 )kageSoliented 

Sect0 めぱ 、 商業都門 " 共通しだ。 

次に 、 町と B ム との関係に注目する ， 脇 ・と s 。 ぱ レオンチェフ 

j 要 行列の列和が 含まれているという 共通点。 ; あ る， し ; 。 、 」、 町 

た ば 垢 。 ， 組み込ま ， 、 ているなど " 、 両 係数に正 ろ 興味深い荒。 ; 兄 

。 ， れる， こ 二刊 "1 便宜的に、 斗 ， ; 809 もを越えろ ", おか ",, ヒル 

オーバ一の大小を 区別 づ " る 。 B ト l かつ ざ A く 80 。 。 で 向 係数ともⅡ、 

さな 値 となった部門 は 、 中国では農林水産業㈲み、 Ⅱ 本は 農林 

水産業、 紙製品 バ 車輌 づ 直情、 その他サービスであ 。 だ。 逆に RL コ l 

かつ 斗ヌ 80% となるのは、 中国において 木製品、 紙製品、 非鉄金 

属、 金属製品、 - 般 機械、 輸送機械、 その他製造業、 建設でわ 

った。 日本では食料品、 木製品、 金属製品、 一般機械、 その他 

機械、 その他製造業であ る。 これろの部門は 影響力 "k き l¥ ヒ 

に 他部門へ。 ， ，スピ " ガ コバー』大き LL-   . 九 、 魁矩円眠 ，化学製品・ 

聖業土石など は 両国と。 ，、 ℡ "1 より大きい。 ， のの、 スピル ガ   

一 バー効果はそれ。 ほど大きくない．一般機械、 そ ㈹ 他 機械等と 

異なり、 材料生産などが 中心で自部門への 影響力 " 強いこと ズ J; 

示唆される， ニ の他、 スピルオーバー s 。 は 80% を越える。 ; 、 肛 

ば 1 よ 。   ， Ⅱ、 さい部門として、 鉱業と商業， ;@ 国 "C 共通， 一 " ご i 、 だ 

最衝 こ、 最終需要部門合計の 生産誘発係数に づ i 、 て述，ぐ てお 

く。 産業部門全体の 誘発係数 は 中国 "2.2 。 3 、 円本は 1.90 であ っ 

だ。 中国において 生産誘発係数が 最，，大きい 部門はそ。   「 ) 他サー 

ビス、 続いて農林水産業、 化学製品・聖業土石、 建設、 繊維製 

          皮革、 食料日 口 という順になった ， 日本でもその 他サービス 

が最モ， 大きく、 商業、 建設、 化学製品・窯業土石、 運輸通信   

  電気機械、 輸送機械が続く ， だだし、 そ ㈹他サービスは 様 。 な 

第 3 次産業を集約しているので、 測定結果の解釈には 注意が老   

要 であ る   
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表 1  日本における 各係数 

昼三蟻蚕   

            BL  月 L 係数 

翻 林産業 79.4% 36.0% も 0 ． 87 0.8f1 0 ． 0 お 

鉱業               4 2.5 ソ 6 0 ． 85 0.83 0.003 

鐸中 ，。 84.2% 45.0 9 も 1.0i3 ョ 0.70 0.074 

  銭れ佳製目 。 ・皮革                 36.8% 1.05 0.73             

木製 ポ口                                   1.08 0.71 0.016 

紙製品 62.0%                   0.96 0.98 0.042 

電気ガス 85.0% 35.3 サ 6 0.82 0.90 0 ． 053 

化学製品・窯業土石 64.9%  34.4%  1.02  1.84  0 ． 118 
金次金岡 44.8% 28.8% 1.34 1.50 0.041 

3 目 缶尹 金属 @                                   1.17 0.98 0.013 

金属 秦 uR 口               50.9% 1.05 0.73 0.03 サ 0 

一冊 期幾械                                   1.08 0.fn4 0.059 

輸送 お 網成                     す K.8       1.36 0 ． 89 0 ． 084 

電気 ぉ由戒 68.4% 38.8% 1.10 0 ． 88 0 ． 1 ㏄ 

ぞ ",.) 。 ぬ @ 械                   1 Ⅰ (1.8 ワろ 1.02                 0.008 

そ ・。 ， @, 巳案呈 j 亡圭 業 93.50/ 5 く ). 円       1.05             0 ． ml: く 

臨、                     5()   Ⅰ 拷 0 ． 97 0 ． Ul 0 ． Hil 

運輸通 @, ぎ 78.4%                                         1.18 0 ． 1¥; サ 

荷葉                         29.8         0 ． 70 1.24 0.187 

ょチ 。 ， Ⅱ 也 "r. 一 ヒコ く                         2: き ． : サ         0 ． 74 2.U7 0 ． G3: さ 

  f i ナ旬                         38 .79 め 

  1.90 

表 2  中国における 各係数 

生産 誘   

      さ 7A ぢ L  月 . 係数 

農林水産業 73 .2,2.% ナ 6                       0 ． 71 1.21 0.27G 

鉱 業 87.7 りも               0 ．⑧ 2  1.38  0.076 

樵ぎド l., 『 " 口 87.3                     0.94 0.66 0.154 

繍唯 製品・皮革 f6,U.l9@6                1.0f  1.20  0u172 
                5G ・ 00/ 1.08 0 ． ni 0.025 

紙製 R, 82.l ウも                         1.04             0.049 

士気 宅ス                                     55.2       0.89 0m88 0.050 

化学 製ぷ 。 ・窯業 t:. わ 68.: ぅ q,;,  45.5";  1.08  2.31  0 ． 205 
鍛鋼                   53.6         1.lf 1.59 0 ． 087 

ヨにギ 夫金 席蕎 ほ 9.7%                      1.02  0.82  0.09 円 

金属製品   91.9% lj; Ⅰ． 8       1.1 お 0 ． 80 0.056 

刊財樹戒 ほ 5.2                           1.07 1.12 0.101 

輸送機械 Sl.1         56.2 ・       l.17 0.82 0.059 

電気機械 79.3 う                                       1.221 1.08 0.11- 

そび Ⅱ 也ぉ紺戒 0.99 9 0 6 @O 。 ・ ， ・ 0A46 0.008 

          @. ℡ 製 吉美 9-1.6         Gl ・ K ・         l.m: ナ 0 ． :1@l 0.02G 

起毛皮 99.fC                               Ⅰ． [ Ⅰ ! Ⅰ 0.44 0.194 

國 "; 輔 93 サ ． 50 ・Ⅰ 51. お         0.3@ 0 ． 9: す 0 ． 078 

商業                     30 ・ 9       0.83 1.1¥ 0 ・ 1% Ⅰ 

そ 。 )@ サ ・ 一ピ ・ ヌ、 86.1%                 0.84 1.: す 0 0 ． 278 

正ナ七コ 85.2 ・                           
  2.23 

各係数を分析することにより、 幾 っか特徴 由 りな観察が見られ 

だ @ 例えば、 生産誘発効果は 大きいがスビルオーバー 効果はⅡ 、 

さ い部州 中国の農林水産業、 日本の商業、 その他サービスな ど 

や 、 その逆の性質を 持っ部門 ( 中国 0) 電気ガス、 その他機械、 そ 

の他製造業、 日本の鉱業、 その他製造業など ) など各部門におい 

て異なる傾向 " 見られる。 こ v) 結果 は 仮に同規模の 技術移転を 

行ったとしても、 部門毎に波及効果の 多様性があ ることを示し 

ている。 

4.  考察 

本稿では産業連関分析に 基づき、 中国と日本における 技術 革 

斯 のスビルオーバ 一の潜在量を 測定しだ。 今回の結果 力ら、 地 

球 @ 暖化対策として 日本からの中国への 技術移転を行な う こと 

は、 限界削減費用の 安さだけでなく、 他部門への波及効果が 大 

きいという観点からも、 その潜在的 有 あ か性が確認されたことに 

なるだろう。 まだ 各チ副票 と比較することにより、 各国の産業部 

門の特性を言 縞我 しだ上での適切な 方策を検討する 一手段になっ 

だといえよ づ， 

地球温暖化問題は、 その解決に向け 長い道程が予想される。 

加えて、 外部・性の間題など 長期的 い   つ不確実な特性を 多分に含 

， 。 でいるため、 地蹴 棚田 ヒ問 ．題に向けた 技術革新への 産業界㈹ 

・短期的なインセンティブ は 、 政府の明確がっ 適切な規制政策が 

ない 限 。 、 それほど大きくならないという 指摘。 ，あ る 

(Can ュ ・ 餌 。 (2000) など ), し 。 七な " ら 、 棚尻， ヒ 問題 は 良い将来に 

ねだって ノ、 類が取り組まざるを 得ない問題であ り、 少なくと。 ， 

長期的には環境革新が 経済成長を促進し、 持続可能な発展に 貢 

献すると考えられている。 計測方法自体にも 検討 ぴ ) 余地を残し 

ているが、 技術革新と環境保全、 そして経済成長との 複雑な相 

互 作用については 今後も注意深く 議論を続ける 必要 " あ る。 

本稿 " こうした 意 ， 思 決定や議論への 一助に " 。 ， ることを 祈 

念する。 ・ 
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